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緒 言

　現在ま で に SJa−SJfの 6対立遺伝子 の 存在と，9品種の

遺伝子型が明 らか に な っ て い る が （小森 ら，1998），対立遺

伝子が 6つ とする と，S遺伝子型は ホ モ 型を除き 15組合せ

存在す る は ず で あ る，こ の うち既 に品種 と対応 の つ い た

S遺伝子型 は 7 っ あるが，（SJa，　SJc），（S］
　a，　S」

e）， （SJ　a ，

SJf），（S］b，　 S」c），（SJb，　S亅
d），（SJb，　 Sje）， （SJb，　 SJf），
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一Eleotronio 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

74 小森貞男 ・副島淳一 ・工 藤和典 ・小松宏光 ・京谷英壽 ・伊藤祐司 ・別所英男 ・阿部和幸 ・古藤田 信博

（SJd，　S亅
e）の 8 つ の S遺伝子型 に っ い て は品種 ・系統 との

対応 が つ い て い な い 、本報告 で は，

t

は つ あぎ お よ び
‘
は

っ あき
’
戻し交雑実生群，

‘
い わかみ

’
と

‘
ゴ ール デ ン ・デ

リ シ ャ ズ の 交雑実生，
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
と

‘
金星 ，

‘
国光

’

と
‘
紅玉

’
の 交雑実生 の S遺伝子型 を解析す る こ と で ，15

組合せ の S遺伝子型 に 対応 す る品種 ・系統を選抜 した．

材 料 お よ び 方 法

　1992年 か ら
’97年まで に 行 っ た合計 208交雑組合せ を

遺伝解析に供試 した ．以下 に供試品種 ・系統の親に あ た

る品種 ・系統の 名前と略号を示した．
‘
デ リ シ ャ ス

’
　　　　　　 D

‘
リチ ャ

ー
ド・デ リシ ャ ズ 　 RD

‘
ス タ

ー
キ ン グ ・デ リ シ ャ ズ SD

（上記 3品種
‘
デ リ シ ャ ス

’
系）

’
ふ じ

’
　　　　　　　　　　 F

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ズ 　　GD

‘
は つ あ き

’H
‘
印度 　　 1
‘
い わか み

’
Iw

紅 玉
’
　　 J

‘
国光

’
　 　 RJ

凍 光
’
　 　 To

　交雑試験 に 用 い た各品種 ・系統 の 来歴，親 品種 を以下 に

示す，
‘
はつ あき

’
（J × GD ），

‘
ふ じ

’
（RJ × D），東北 5号

（RJ × J），盛 岡 52号 （F × H）、盛 岡 53号 （HxF ），イ ー

172 （RJ × 」），イ ー661（RJ × J）， イ
ー687（RJ × J），（4）−1（H

× F），（4）−6（HxF ），（4）− 15（H × F），（4）−69（H × F），

（4）− 104（H ＞（ F），（4）
−110 （H × F），（4）

− 150（H × SD），

（4）
−161（H × SD ），（4）

−247 （H × SD ）， （4）
−267（H　x

SD ），（4）
−300（HxJ ），（4）− 330 （H × J），（4）

−424（H ×

GD ），（4）
−425 （H × GD ）， （4）

−511 （F × H ），（4）−516（F
xH ），（4）

− 725（J × H ），（4）
−743（SD × H），（4）−4177（lw

× GD ），（4）−4186（lw × GD ），（4）−4187 （lw　x　GD ），（4）
−4189 （lw × GD ），（4）−4190（Iw × GD ），（4）−4195 （Iw ×

GD ），（4）−4196（Iw × GD ），（4）−4270（GD × Iw），（4）
−

4271（GD × Iw）．以上 35品種 ・系統は果樹試験場 リン ゴ

支場 の 育成，
‘
新光

’
（RJ × J），

‘
東光

’
（GD × 1），

‘
っ が る

’
（GD

× J），カ ロ 不明 （To × RD ），レ ロ 18（To × RD ）は青森県リ

ン ゴ 試験場 の 育成品種 ・系統 千 秋
’
（ToxF ）は秋田県果

樹試験場，
‘
金星

’
（GD × RJ）は 佐藤肇，

‘

紅月
’

（GD × J）は

谷内九郎，
‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
（GD × RD ）は ア メ リカ の

F．A ．　Sche11の 育成品種 で あ る．な お
‘
っ が る

’
の 親品種に

つ い て は原 田 ら （1991）の 結果に した が っ た．

1．
‘
は つ あ ぎ の S 遺 伝 子型

　
‘
は つ あぎ の S遺伝子型 を決定す る た め に

，

‘
は つ あ ぎ

と
‘
紅玉

’
の 実生 で あ る （4）−300 と

‘
東光

’
の 正逆交雑 （4）

−725 と
‘
東光

’
の 正 逆交雑，および

‘
東光

’
× （4）−330の

5交雑を行 っ た．ま た
‘
東光

’
お よ び （4）

−300，（4）−330 と，

（4）
−4177，（4）−4189 ，（4）−4190，

‘
紅月

’
，
t
っ が る

t

の 5品

種 ・系統との 16交雑を行い，結実率お よ び 1果当 た り種

子数の 異同を調査 した ．

2．は っ あ ぎ 戻 し 交 雑 実 生群 か ら の S 遺 伝子 型

　 選 抜 系 統

　
‘
はつ あぎ と

‘

紅玉
’
，
‘
は っ あぎ と

’
ゴ ール デ ン

・デ リ

シ ャ ズ ，
‘
は つ あぎ と

‘
ふ じ

’
，
」
は つ あ ぎ と

‘
ス タ

ー
キ

ン グ ・デ リ シ ャ ズ の 各交雑実生 か ら各 S遺伝子型 に対応

する系統 （以下，S遺伝子型選抜系統 ）を選抜す る た め に，

花粉親 との 戻し交雑を行 っ た ．供試組合せ ，系統数は第 1

表に示 した合計 91組合せ で あ る，こ の うち偏父性不親和

（寺見ら、1946）を示さなか っ た もの で ，自家結実率性が低

く，樹勢に 問題 の な い 系統を S遺伝 子型選抜系統 と し，第
1表と逆 の 交雑 も加え て 偏父性不親和を示 さな い こ と を再

確認 した （第 2表）．

3．’い わ か み
゜

と
‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’

の

　交雑 実 生 の S 遺 伝 子 型

　
‘
い わ か み

’
と

’
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’

の 交雑実生か

ら（S亅
a，SJd），（S亅a，　S亅f），（S」

b，　S亅
d），（S亅

b，　 SJf）の 各 S遺
伝子型選抜 系統を獲得するた め に，当該組合せ の 交雑実生

で あ る （4）−4186，（4）−4187，（4）
−4189，（4）−4190，（4）−

4195，（4）
−4196，（4）−4270，（4）−4271 の 8系統 に

‘
東光

’
，

（4）
−300，（4）

−330，盛 岡 53 号，（4）−6 をそれ ぞ れ交雑 し

た．

Tab 且e　L　 S・lect・d ・t・ai・・ c・ rr ・ ・p・・di・g　t・ each ・S− all・1・ g・n ・typ・ i・　
‘H ・t・u ・ki’P・・9・ni・・．

Cross　combination No．　ofstrains Selected　strains

（H × 亅）XJ

（J × H ）× H

（H × GD ）× GD

（GD × H ）× H

（HxF ）XF

（FXH ）XH

（H × SD ）XSD

（SDXH ）× H

045424842
　

2
　

11

（4）
−300 ，（4）−330，

（4）
−725

（4）
−424，（4）

−425

Morioka　53，（4）−1，（4）
−6，（4）

−15

（4）−516

（4）
−150

（4）−743

F ：
tFuji ，

，　GD ： ℃ olden 　Deljcious ，，
SD 　

‘Starking　Delicious’
H ：

‘Hatsuaki，，　 J　l ‘Jonathan，，
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Table　2．　 Patroclinal　inoompatibility　test　in　12 ‘Hatsuaki’progenies．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pollen
Cross　cornbination 　　　　　　　　　　　　　 Fruit　set 　 No．　of

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Year 　 Germination
　　 　　　　　　　　　　　　 　　　 （％）　　　seedlfruit（Parcnt　combination ）
　　 　　　　　　　　　　　 （％）

Cross　combination

（Parent　combination ）

　 　 　 Pollen
　 　 　 　 　 　 　 Fruit　set　 No ．　of
Year　 Germinatien
　　　　　　　　 （％ ）　 seed ／fruit
　　　　 （％）

Morioka　53 （H × F）× F　
’95

F × Morioka　53（H 　x 　F）　
’95

（4）
−1 （H × F）XF

（4）−1 （HxF ）× F

（4）
−6 （H × F）× F

F × （4）−6 （H × F）

（4）
−15（HXF ）× F

（4）
−15（H × F）× F

51099rO59951090

ノ

（4）
−150（HxSD ）× SD　　

’95
SD × （4）

−150（H × SD＞　
’96

（4）
−300（H × 」）× J

Ix （4）
−300（H × J）

Ix （4）−300 （HxJ ）

（4）
−330 （HXJ ）xJ

J ×　（4）
−330 （H × J）

JX 　（4）−330（H × J）

弓
3679n

ソ

Q−

3679901

34．0

34．075
．0

75．O

34．075

．032

．871

．452

，045

．582

．952

．0

22．9

90．0100

　

900881

30．080

．0

90．060
．O

50．040

．084

，660

，087
．531

，370

．095
．5

7．43

8256

，33

7．503

、00

（4）
−424 （H × GD ）× GD

（4）
−424 （HxGD ）xGD

GDx （4）
−424 （HxGD ）

GD × （4）
−424 （H × GD ）

（4）
−425 （H × GD ）× GD

（4）
−425 （H × GD ）xGD

GDx （4）−425 （HxGD ）

GD 　X （4）
−425 （H × GD ）

9．008

，75 　　（4）
−516 （FXH ）XH

　 　　 H × （4）
−516 （F × H）

5．007

．50　　（4）
−725（JXH ）XH

　　　 H × （4）
−725 （J× H）

，93
’97
’96
，973667

「

99995

∫
0992699

6．00 　 （4）
−743 （SDxH ）xH 　　

，95

7．14　　Hx （4）
−743 （SD × H）　　

’96

5．506
．88

82．823
，252

．282

，973

，090

，955
．230

．318

．250

．0

20．063

．5

18．258

，2

50，010090

．01007L490

．070

．087

．550

．080

，0

68．490

．0

6．338

．227

．93

8．887

，147

，126

，607

．00

6．33

80．0　　　　4．50

90．0　　　　11．60

H ：
‘Hatsuaki’，　 F ：

‘Fuji’，　 SD ：
‘Starking　Delicious’，　 J ：

‘Jonathan’，　GD ：
‘Golden　Deiicious  　　：No　data

4．’レ ッ ド ゴ ール ド
’

お よ び
」
金 星

’
の S 遺 伝子

　 型

　
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
と

‘
金星

’
の S遺伝子型を決定す る た

め に各 S遺伝子型に 対応して い る S遺伝子型選抜品種
・系

統で ある （4）
−150，（4）−743，

‘
は っ あ き

’
， 盛岡 53号，（6）

−6，カ ロ 不明，レ ロ 18 と
‘

レ ッ ドゴ ール ド
’
お よび 金 星

’

と の 交雑，合計 12交雑を行 っ た．加え て
‘
レ ッ ドゴール

ド
’
と

‘
金星

’
の 正逆交雑も行 っ た，

5．（SJd ．S 亅e）型 品 種 の 選 抜

　（S亅d，SJe）に対応す る S遺伝子型選抜品種 ・系統を獲

得するた め に
‘
国光

’
×

‘
紅玉

’
の実生 で ある

‘
新光

’
，東北

5号，イ ー172，イ ー661，イ
ー687，の 5品種 ・系統に つ い て，

そ れ ぞ れ
‘
ふ げ ，

‘
ス タ ーキ ン グ ・デ リ シ ャ ス

’
，

‘
千秋

’

と

の 交雑を行 っ た．

　交雑試験は前報 （小森ら，1998）で示 した 方法で行 っ た．

すなわち ， 交雑 に 当た っ て は原則と して バ ル ーン ス テ ージ

の花を用い ，1交雑当た り 1花そう 1花 と した 10・・15花を

供試 し，供試花 の 除雄 は行 わ ず，受粉後袋か けを行 っ た．

対照 と して ，1花そ う 1花で受粉を行わず袋か けの み を行

っ た 10花を設け，自家結実性の有無を確認 した．受粉に

用 い た花粉 は全交雑終了 の 2〜4 週間後に シ ョ 糖 17％，寒

天 1％ の 花粉発芽用培地 に置床 し ，
12時間後 に 発芽率 の

調査を行 っ た．結実率の調査は，受粉後 3週間以降 に 実施

した．1果当 た り種子数は，原則と して結実 した 果実を成

熟期に 収穫 し，各組合 せ ご と に 調査 した．

　な お，結実率　15−30％ が和合と不和合の 境界 と推定さ

れた た め，15 ％未満を不和合とした．15 ％ 以上 30 ％ 未

満の 場合 は 和合と不和合の 混合領域 と し，単年度ま た は片

面交雑の み の 結果 で は判断を保留 した．30％以上 は和合

と した．また 1果当 た り種子数 に つ い て も，L5〜3．0個 ま

で が和合と不和合の 境界 と推定 さ れ た た め，1．5個未満を

不和合と した．1．5−3．0個 の 場合は混合領 域と し，単年度

Table　3．　 Presumed 　S−genetype　of
‘Hatsuaki’，and 　that　of

　　　　
‘Hatsuaki’progenies　which 　did　not 　show 　patroclinal

　　　 incompatibility　in　each 　cross　combination ・

Cross　combination
Presumed　S−genotype
　 　

’
Hatsuaki

’

（SJa，S亅
c ）（SJb，　SJC）

（H × 」）

（J × H）

（HxGD ）

（GD × H ）

（H × F）

（FXH ）

（H × SD）

（SDXH ）

（SJa，　SJd）（S」
b，　SJd）

（SJb，　S亅c）（Sla，　SJC）

（Sja，S亅f）（S亅
b

，　SJf）

（SJa，　SJe）（S）b，　SJe）

H ：
‘Hatsuaki ，，1 ：

‘
Jonathan

，
，　GD ：

‘Golden　Delicious，

F ：
‘Fuji’，　SD ：

‘Starking　Delicious’

N 工工
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また は 片面交雑 の み の 結果 で は判断を保留した．3．0個よ

り多 い 場合 は 和合 と した ．

結 果 お よ び 考 察

　交雑試験 に供試 した各品種 ・系統 の 平均 の 自家結実率

お よ び 1果当た り種子数は，
‘
紅月

’
が 64．9 ％ 0個

‘
金星

’

が 11．1％，0．66個 で ，そ れ 以外は結実率 0 ％ で あ っ た ．

した が っ て 紅 月
’
は 1果当た り種子数で 和合と不和合の

判断を行う こ とと し，
‘

金星
’

に つ い て は結実率 および 1
果 当 た り種 子数 と も和合 と不和合 の 境界値で あ る 15 ％，
1．5個よ り低い た め判断に 影響は無 い もの と推定され た．

1．
‘
は つ あ き

’
の S 遺 伝 子 型

前報 （小森ら，1998）で ，
‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ズ か

ら
‘

東光
’

に伝わ っ た S遺伝子を SJaと規定 し，
‘
東光

’
の

S遺伝子型 を （Sja，　Sjd）と設定 し，
‘
は つ あき

’
の 取 り得

る S 遺伝子型 は （SJa，　S」c），（SJb，　Sjc）の 2 とお りの 可能

性があ る こ と を示し た．した が っ て
‘
はつ あき

’
の S遺伝

子型 は
‘
東光

’
と の 関係で決定さ れ る．

　
‘
は つ あぎ 戻 し交雑実生 の う ち偏父性不親和を示 さな

い S遺伝子型選抜系統は，
‘
は つ あき

’

の 2 と お りの S遺伝

子型 に対応 して，各 々 2 とお りの 可能性があ る （第 3表 ）．

た とえ ば，
‘
は つ あぎ が （SJa，　SJC）の 場合，

‘
は つ あき

’

x
‘

紅玉
「
の 交雑実生 の S遺伝子型選抜系統は （SJa，　SJd）と

な り，
‘
東光

’
と同じとな る．ま た

‘
は つ あき

’
が （S亅

b，SjC）
の 場合，当該系統 の S遺伝子型は （SJb，　SJd）と な る．す な

わ ち，
‘
は っ あき

’
と

’
紅 玉

’
の実生 の S遺伝子型選抜系統

と
‘
東光

’
との 交雑親和性に よ っ て

‘
は つ あき

’
および

‘
は

つ あき
’
戻 し交雑実生 の 各組合せ の 選抜系統 の S遺伝子型

が決定さ れ る．実際に は ，
‘
は つ あ ぎ と 紅 玉

’
の 実生の

Table　4。　Cross　compatibility 　test　in（4）−300，（4）−330　and （4）
−725　crossed 　with

‘Toukou’．

Cross　combination 　　　 Pollen　gemmination
Year
　　　　　　 （％）

Fruit　set （％） No．　ef 　seed ／fruit

〔4）−300x 　Toukou
，

‘Toukou ，
× （4）

−300
tToukou ’

× （4）−300
‘
Toukou ’

x （4）−330

（4）
−725 ×　Toukou ’

‘Toukou’× （4）
−725

’95
’95
’96
’96
’96
’96

36．413
．445

，55

．831
．563

．5

10010033

．340

．060

．050
．0

6，0011

，338

．004
．333

、007

，40

Table　5．　 Inconsistency　of 　cross
−
compatebility 　among

‘Toukou’，（4）
−300　and （4）−330．

‘
Toukou

’
（♂ ） （4）−300 （♂ ） （4）−330 （♂ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 PQI皇en
C “1

二1灘   謬 鴨
  聯

‘

齠 ・・

　 Pollengerrninatien

　 （％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pollen
Fruit　set　　 No ．　ef　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Fruit　set　　 No ，　of
　　　　　　　　　 germination
　（％）　　　　seed／fruit　　　　　　　　　　　　　　　 （％）　　　　seedffruit
　　　　　　　　　　 （％）

（4）
−4177

（4）
−4177

（4）
−417f

’
95
’96
’95

（4）
−4189 　　

’9S

（4）−4189　　
’96

（4）−4190

（4）
−4190

（4）
−41goz5rO7

Q／
Q／
9

‘
Kougetsu ，

　
’95

‘Kougetsu ，z ’96
‘Keugetsu ，

　
，96

‘
Kougetsu

’
　

，97

∈
Tsugaru ，

　　
，95

’Tsugaru’　　
，96

‘Tsugaru，z　
’
95

‘Tsugaru，z

　
’97

36．4

36，4

36．4

4・
66rO33

50．031
，566
．7

80．0

90，0

55．6

10040

．0

10090

．0100

12．50

4．67

4．00

13．507
．33

4．6710
．298
．50

45，5

45．5

5354

−

4マ
ー

66．7

585044

75！
0564

，

0

0

00

0

252226

1101

X

一

1．00

46．7

10．2

0

4．2 X

zReciprocal

　cross
Y
　No 　datax
　Number 　ef 　fruit　harvested　was 〔｝．
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S 遺伝子型選抜系統で あ る （4）
−300，（4）

− 330， （4）
−725

と
‘
東光

’
と の 交雑は，い ずれも和合性を示 した （第 4表 ）．

ま た
‘
東光

t

と （4）−300，（4）
−330 は ，（4）

−4177，（4）
−

4189，（4）−4190，
‘
紅月

’
，
’
つ が る

’
との交雑で，そ れ ぞ れ

和合と不和 合の 反応が 異な っ た （第 5表 ）こ とか らも，
‘

は

つ あぎ と 紅 玉
’

の 戻 し交雑実生 の 選抜系統 の S 遺伝子

型 は
‘

東光
’
とは異な る （S」

b，SJd）と推定 され，した が っ

て
‘
は つ あ ぎ の S遺伝子型 は （SJb，　S亅c）と判明 した （第

3表 ）．

2，
’
は っ あ き

’
戻 し交 雑実 生 群 か ら の S 遺 伝 子 型

　 選 抜 系 統

　上記 の ように
‘
はつ あき

’
の S遣伝子型 が （SJb，　SJC）と

決定 し た の で ， そ れ に応 じて各
‘
は つ あぎ 戻 し交雑実生

の S遺伝子型選抜系統の S遺伝子型 も決定 した．すなわ

ち，
‘
は つ あき

’
と 紅 玉

’
の 交雑実生群か ら（SJb，　S」

d）型

選抜系統と して （4）−300，（4）−330，（4）−725，
‘
は っ あぎ

Table　6．　 S−genotype 　and 　parent　combination 　of 　selected 　strains．

と
‘
ゴ ール デ ン ・デ リシ ャ ス

’
の 交雑実生群 か ら （S亅a，S亅

c）型選抜系統 として （4）−424，（4）−425，
‘
は っ あ ぎ と

‘
ふ じ

’
の 交雑実生群か ら （S」

b，S亅
f）型選抜系統 と し て 盛

岡 53号 ， （4）−1， （4）
−6， （4）

− 15， （4）
−516，

‘
は っ あき

’
と

‘

ス ターキ ン グ・デ リ シ ャ ス
’
の交雑実生群か ら （S亅

b，S」e）

型選抜系統と して （4）−150，（4）−743 を そ れ ぞ れ 選ん だ

（第 6表 ）．

　なお，C ふ じ
’
x
‘
は っ あぎ ）x

‘
は っ あぎ の 交雑で 不和

合性を示した 盛 岡 52号 ， （4）
−511 は ，

‘
は つ あき

’
と同

一

遺伝子型 の （SJb，　S亅c）と考え られ た．ま た C は つ あき
’

×

‘
ス タ ーキ ン グ ・デ リシ ャ ス

’
）x

‘
ス ターキ ン グ ・デ リ シ ャ

ス
’
の交雑で不和合だ っ た （4）− 161，（4）−247，（4）−267 は

‘
ス タ

ーキ ン グ ・デ リシ ャ ズ と 同 じ（SJC，　 S」e），　C は つ あ

き
’

×
‘
ふ じ

’
）×

‘
ふ じ

’
で 不和合性を示 した （4）

−69 と （4）
− 104は

‘
ふ じ

’
と同

一
遺伝子型 の （S亅

c，SJf）と推察され た

（第 7表 ）．

3．‘い わ か み
1

と
」
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’

の

　 交 雑 実 生 の S 遺 伝 子 型

　 CrosscombinationS−
genotype Selected　strain

（H × J）

（J× H ）

（H × GD ）

（GDXH ）

（H × F）

（F × H）

（H × SD）
（SDXH ）

（SJb，　S亅d）
（SJb，　S亅d）

（SJa，　SjC）

（SJa，SjC）

（SJb，SJf）
（SJb，　SJf）

（S亅b，SJe）
（Sjb，SJe）

（4）
−300，（4）

−330

（4）−725

（4）424，（4）
−425

Mo   oka 　53 ，（4）−1，（4）−6，（4）−15

（4）
−516

（4）
−150

（4）−743

F ：
‘Fujゴ

，　GD ：℃ o 且den　Delicious’
，　H ：

‘
Hatsuaki

’
，

1 ：
‘Jonathan’　SD ：

‘Starking　Delicious’

　前報 （小森 ら，1998）で 明 らか に した ように，
‘
い わかみ

’

の S遺伝子型は （Sjd，　SJf），
‘
ゴ ール デ ン ・デ リシ ャ ス

’
の

S遺伝子型 は （SJa，　SJb）で あ る．し た が っ て 両者 の 交雑実

生か らは，（SJa，　S亅d）， （SJa，　SJf），（SJb，　S亅d），（Sjb，　SJf）
の 4 とお りの S遺伝子型が分離す る は ず で あ る，こ の

‘
い

わ か み
’

と
‘
ゴ ール デ ン

・デ リ シ ャ ス
’

の 交雑実生 に，上

記 1お よ び 2で 明 らか に な っ た各 S遺伝子型選抜系統を交

雑 した結果，当該実生 は 4 タイプ に 分 けられ た （第 8表 ）．

すなわ ち （4）
− 4189 お よ び （4）

−4190 は （4）
−300 お よ び

（4）
− 330に対 して不和合性を示 した の で （SJb，　 S」d），（4）−

4187，（4）
−4270，（4）− 4271 の 3系統は 盛岡 53号 お よ び

Table　7．　 Strains　showing 　patroclinal　imcompatibility．

Cress　combination

（Parent　comb まnation ）
Year

Pollen　gerrnination

　 　 　（％）

Fruit　set

（％ ）

No ．　of 　fruit

harvested

Morioka　52 （F　x 　H）× H

Morioka 　52 （F 　X 　H ）× H

（4）
−511（F × H ）× H

（4）
−511 （F × H）× H

（4）−161（HxSD ）xSD

（4）
−161（H × SD ）xSD

（4）
−247 （HxSD ）xSD

（4）
−247 （H × SD ）× SD

（4）
−267 （HxSD ）xSD

（4）−267 （HxSD ）× SD

（4）
−69 （HXF ）× F

（4）
−69 （H × F）× F

（4）
−104 （HXF ）× F

（4）
−104（HxF ）XF

5656565656565699999999999999 27278181810000858521212

ユ

4545

14143636363737 　

　

　

0
　

0

00000000000000　

　

　

1
　

　

　
1

0

〕〔

F ：
‘
Fuji

’
，H ：

‘
Hatsuaki

’
，SD ：

‘
Starking　Delicious

’
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Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

小森貞男 ・副島淳
一・工 藤和典 ・小松宏光 ・京谷英壽 ・伊藤祐司 ・別所英男 ・阿部和幸 ・古藤田信博78

．
O
の

q

津
「
〇一
〇讐

O

ヒ
邸

』一咽
コ

唱
啗

OH

Φ

ρ己
口

⇒

7【
×

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　．
ヨ

哥
oZ

訊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
・。

の

。」
Q

屈
。

喜
8
乎

O門
の．
ρ『
の）

O［
の．
』「
の）

（
覧
の

．
邸「
の）

貧
の．
邸「
°う）

（

O『
の．
O「
の）

（
O「
の．
O「
の）

O「
の、
ρ「
の）

O「
の．
采
の）

い

ト．
卜

り

N．
ひ

隔

IOO．
卜

OO
．一
【

OO
．

卜

卜一，
卜

寸
一 ．
あ

oooo

一．
卜
頃

OO

冖

O．
O
の

O．
OnOO

円

OO

O ．
OnO

．
OOO

．
OoO

H ．
ト

い

ひ．
印〇
一

〇．
Ooo

一．
頃

O

oD，
囚

O

卜．
目

℃

O．
OQ
σ

ひ ，
O
ゆ

訥
　

IO
．

OoD
目 ．
N
卜

O．
OOO

一 ．
O
吟

卩 9．
O
αD

O
頃．
DoO

α9．
可

O
り．
oo

』
IOO．

Qo

OO
．

OH

　あ
rOO．

oっ

O
頃 ．
N円

QQOO

O ，
O目「

目「、
o⊃

嶋

O．
O
卜

O．
O
鴇

O．
ON

O．
O
め

　

O
　

O
O ．
〇

四

卜．
OON

．
◎ OH

一 ．
ト

リ

ひ ．
oO一

〇〇，
O
ト

一．
い

燈

oo，
NO

卜．
い

N

卜．一
〇

oc ．
鴇
ト

ひ．
O
噂

詞
　

IoD
，

O
ト

一 ，
N
卜

Q5，
ゆ
ト

祠 ，
O
り

DD．
ODD

〇 −
u 「 卜

丶口 c∩

OO

cり Nc
∩ σ 丶

thN

あ隔あ 目

1 辱

O
い．
卜

い

ト．
寸

あ

ー

り

ト．
り

O
り 、
ト

い
o「，
ゆ

O
頃．
03

O．
O
卜

OO

一

O．
い

ト

り ．
卜

QD

　

O

　

Ooo

り ．
卜

Qc

【隔．
o へ

oD

O，
頃

四

卜．
O
ゆ

一．
い
O

口 D．
NO

卜．
一

〇

m ．
寸一

頃 ．
い

寸

り．
頃

寸

あ
　

ー

H ，
N
ト

一 ，
卜

寸

oc，
OQe

OO
，

寸

訊o 卜

寸 t
い ℃

OO
．

マ

卜
O ．
寸

OO
．

卜

oo
い o
卜 σ丶

OOH

O．
O
◎o

　 い

OPt　一
wooNOo

邑

O．
り
め

O．
O
ひ

一．
O
ひ

o 寸

oo
¢ n

寸．
O
の

寸 寸

¢ ¢
eら り丶

寸 Noe
∩

n 寸

寸．
O
炉う

寸，
O
凾

寸．
O
卩「

寸 冖
ve 丶DPt

「 い

　N　　　　N
り Uり 噂 丶D 〔丶
σ丶σ丶σ丶⊂h ひ

　N 　Nu

ら り o
ひ σ丶σ丶

｛ も 頃 楠 卜 西 い 醐 卜 醐 も
σ 丶 a σ 丶 　 σ 丶 ひ σ 丶σ丶　 　 　 　 　 　 　 　 　 σ丶ひ ひ ひ 　 ひ ひ ひ 　 ぴ ひ ひh　【　A　　n　h　h　h　　h　n　叺　脚　　“　鼠　A　　A　A　概

　NUh

し〔 o
σ丶ひ ひ

一
ト
N
寸

1（
寸）

寒
N

亨（
寸）

一
ト
N
寸

ー（
寸）

O
卜

N
寸

−（
寸
）

O
卜

N
寸

1（
寸
）

O
卜

N
寸

1
（

寸
）

O
ひ一
寸

1
（

寸
）

O
ひ鬥
寸

1
（

寸）

O
 円
寸

1
（

寸）

ま
專
−

（

寸）

噴

ひ一
寸

1

（

寸）

頃

毀
寸

−（
寸）

い

ひ
一

寸

1（
寸）

O
ひ【
寸

1（
寸）

O
ひ
円

寸

1（
寸）

O
ひ【
寸

1（
寸）

09

寸

−（
寸）

ひ

oo［
寸

ー（
寸）

ひ

゜。

等
人
寸）

ひ

oD困
寸

1（
寸）

卜

oう目
寸

1
（

寸）

卜

OD一
寸

1
（

寸
V

卜

QQH

寸

1
（

寸）

唱

゜ ζ

守
−

（

寸）

OQo

一

寸

1（
寸）

ゆ

oり
州

マ

ー

（

マ）

Oo
り

一

寸

1（
マ）

Oo9

円

寸

1（
寸）

　

　

　

　

　

　

　

　

蓉
占

壱
8
・。

　（
§

堅
薈
跳

も．
2

鬱
唱

£

　

　

1

の

　

　

　（
承）

口

o
ロ

雲

目
δ
゜D

　

　

口

o口口
o

脳

屑

謂
も
8
°・

　（
承
）

旧

O．
OZ

　
毎
の

属

日
山

（
叶

）

OI

（
寸）

O「
の、
拿
の
）

　

　

　（
承）

口

O【一
弱

目［
臼」
06
ロ

　

　

ロ

O
冐
O

山

掴

ε
も

8
の

　（
承
）

｝

o．
oZ

　

毎
。。

唱

己
陥

　

　

　（
§

口
〇一
U

邸
口一
巨
060

　

　

口Φ
＝

o

』

蓴
蔓
で

8
の

　
（
承
）

ち．
oZ

　

5・鬯
眉

2
」

（
叶）
　
　
箇

噴

吋
』

O旧
レ

O

Σ

　

　

　

O「
りう、
ρ「
の
）

　

　

　（
§

8
磊
日

日
む
゜o

　

　

口
o剛剛
o

山

唱
5
口

哨＼
で

OOo
馳

　

　

（
ま）

　
駒

O
　 ．
OZ

　

　
　一
〇

〇目
　一嘱
日
山

　

　

　
（

§

口
o
二

邸

日
∈
口

 

o゚

　

　

⊆

o
＝

o
」

崙
O

ト

目喟
田

あ

（
叶
）

O

需
人
寸）

（

℃

「
の

．
ρ冖
の
）

（
叶）
OO

？（
巳

（
で「
の、
ρ「
の）

（

び

）
　

　【
冖FO
謂

コ
O
』ドn

　

　
（

三
の．
邸「
の）

．
O
−（

寸）
2
。」

蔚

毘
。刷
δ
芝．
O

需
−（

寸）、
8
“・

−（
寸
）

ぢ
。

首
。

ヒ

誤
≧
つ
。

吻・。
9
諺
。咽
・
ひ

。。

99
の

p
。唱
。刷剛
Φ

〔【
口
。

三
。

90

冨“喟
日

雷

雲
ピ

b。
・

写
o［
匳

萱
ζ
」

＆
℃

8。。
ち
」
。

ρ

∈

霍

ヌ
ヨ
巴
娼

日
」

．
°。

 

丕

轟

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園学雑．（J．　Japan，　Soc，　Hort．　Sci，）68 （1）：73−82，1999，　　　　　　　　　　　　　　79

　　（4）
−6 と の 交雑 で 不和合性を示 した の で （S」

b，SJf），（4）
一
　　が 明確で な く，なお調査が必要 と考え られ た．

　　4186 と （4）−4195 は交雑 した 4 品種 ’系統す べ て に 対 し
　 4．・レ ッ ド ゴ ＿ル ド

’
お よ び

・
金 星

・
の S 遺 伝 子

　　て と和 合性を示 した の で （S亅a，S」f）と判断され た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 型
　　（4）−4196 は

‘
東光

’
と不和合性を示 した の で （S亅

a，S亅
d）の

　　可能性が 高い が ， （4）
−300および （4）

−330 と の 交雑結果　　　
‘
レ ッ ドゴール ド

’
，

‘
金星

’
の S遺伝子型 は （S亅a，S亅

e）ま

　　　　　　　Tab 且e　9．　Fruit　set　and 　number 　ofseed 　pef　fruit　in
‘Redgold

’
and

‘Kinsei’crossed 　with （4）
−150，（4）

−743，
【HatSuaki’，

　　　　　　　　　　　Merioka　53
，（4）−6，

　Karo　Fumei　and 　Rero　l8．

tRedgold ’
（♀）

‘Kinsei’（♀ ）

S−genotypeCultiver
　and

　 strain Year

　 Pollengerminatlon

　 （％）

Fruit　set

（％）

　 　　 　 　　 　 Pollen
No ．　of 　　 　　　 ．　 ．

　 　 　 　 　 　 germmatlen
seed ／fruit
　　　　　　　 （％）

Fruit　set

　（％ ）

No．　efseed
／fruit

（SJb，　S亅e）

（SJb，　S亅e）

（SJb，　S亅c）

（SJb．　S亅f）
（SJb，　S亅f）

（4）
−150

（4）−150

（4）−150

（4）
−743

‘Hatsuaki’
‘Hatsuaki’z
‘Hatsuaki，z

Morioka　53

（4）
−6

Ka 【o 　Fumei
Karo　Fumei
Rero　18Rero

　18Rero

　l8

‘Redgold’

‘RedgolCl｝
‘Kinsei ’

fKinsei ，

56769Q
／
99

5
π
」

−
D

O／
0！
9

，　　，　　，

55Q／
0ノ

，　　，

56567

　

3435

99999

　

9999

71．463
．3582

18．2

80．8

72．0

77．5

70．4

004077

70．050
，070
．0

90．0

100

0

0

0

　

’000
　

1

9，334
．6710
．00

5，60

6，50

0

21．2

70．0

507035

69，7

69．770
．4

67．085
．7

90，0

90．0

807078

0
　

00

　

00

5．75

6．25

0050rOOO

z
　Reciprocal　cross

　　　　　 Table　10．　Fruit　set　and 　number 　of 　seed 　per  it　in‘Ralls　Janet’×
“Jonathan’progenies　crossed 　with

‘
Fuji

’
，

　　　　　　　　　　
‘Starking　Delicious’and ‘Senshガ．

‘Fuji’（♀）
‘Starking　Delicious’（♀）

‘Senshu’（♀）

（＞ultiver 　and
　 　 　．　　　 Year
　 straln

　 Pollen
　 　 　 　 　 Fnlit　set
germination
　　　　　　 （％ ）
　　（％）

N。．。f 　
p
φ
1・r　 FmiI 、et　 N 。．。f 　

p
爆
le
凧 F。、it，et　 N 。．。f

・e・・伽 ・・
ge
嬲

tI° n
（・） ・・ d／・ru・・

ge
嬲

駐゜n
（・） ・eed ・・…

S −genotype

‘Shinkou’
‘Shinkoゴ

Touhoku 　5

1 −1721
−172

1−6611
−6611
−661

1 −6871
−6871
−687

4・
599

49，

47

　

457

　

457

99

　

999

　

999

46．437
，3

31 ．1

44 ．9

43，183
．3

35．3

81．5

00

50．0

85．722
．2

00

75．0

100

6．71

4．00

755

53．9

40，0

58，5

66，7

83．3

53．6

58．8

50．0

53．3

53．3

79．2

73．3

713

6．60

7．57

5．56

8．33

53．9

40．0

58．541
．9

66．7

1013155

64．3

71 ．4

64．366
，7

64．3

3301

5．63

5．67

10．OO

4．80

0

（SJC，SIf）

（Sjd，　SJe）

（SJd，　SJe）

（SJC，　SJO

（SJd，　SJ　f）

一
：No 　data
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た は （SJb，　SJe）で あ る こ とが判明 し て い る （小森 ら，

1998）．そ こ で
‘
レ ッ ドゴール ド

’
お よ び

‘
金星

’
と上 記 1，

2，3で 明 らか に な っ た（SJb，　S」e）t （SJb，　Slc），（SJb，　SJf）
型 の 選抜品種・系統との 交雑親和性を調査 した とこ ろ，

‘
レ

ッ ドゴ ール ド
）
i
’
金星

’
と も に （S亅

b，SJe）型 の 選抜品種・系

統で あ る （4）
− 150を始め とす る各 S遺伝子型選抜品種・系

統と和合性を示 した （第 9表 ），し た が っ て 両品種 の S 遺

伝子型 は （SJa，　 S亅
e）と考え られ る．

　 ま た
‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
お よ び

‘
金星 と 力 口 不明，レ ロ

18 と の 交雑結果 は，結実率が と も に 0 ％ で あ っ た （第 9

表 ）一 東光
’
（SJa，

　 SJd）と
‘
デ リ シ ャ ズ 系 の

‘
リチ ャ

ー
ド

デ リシ ャ ズ （SJc，　SJe）と の 交雑実生は （S亅
a，　 SJc），（SJa，

S
亅
e），（S亅

c，Sld），（SJd，　SJe）の 4 っ の S遺伝子型 が分離す

る は ず で あ る．す な わ ち，こ の 組合 せ か ら（SJb，　SJe）は出

現 しな い の で，こ の こ とか ら も
‘
レ ッ ドゴー

ル ド
’

の S遺
伝子型 は （SJa，　 S亅

e）と推定 され ， カ ロ 不明 お よ び レ ロ ll

の S遺伝子型 も（Sja，　 SJe）と考え ら れ る．

5．（S 亅
d ，SJe）型 品 種 の 選 抜

　
‘
国光

’
の S遺伝子型は （SJe、　SJD，紅玉

’
は （S」c，

　SJd）
と判明して い る の で （小森 ら，1998），

‘
国光

’
と

【
紅玉

’
の

交雑実生 は （SJc，　Sje），（S」
d，　S」

e），（SJc，　S」
f），（S亅d，　S」

f）
の 4 と お りに 分離す るはず で あ る．す なわ ち（Slc，　Sje）型
の 実生は

‘
デ リシ ャ ス

P

系と，（S］c ，SJf）型 の 実生 は
‘
ふ じ

’

と，（S」
d，S

」
f）型 の 実生 は

‘
千秋

’
と そ れ ぞ れ不和合とな る

はずで あり，こ れ ら 3品種 の い ずれに も和合性を示す品種

が （S」d，SJe）型と考え られ る．実 際の 交雑結果か ら，
‘
新

光
’
、イ ー661 が （s亅

c，s
亅
f），イ ー687 が （sJd，　sJf），東北 5号

と イ ー172 が （S亅d，SJe）と推察された （第 10表）．

　前報ま で に 明 ら か に な っ た結果 （小森ら，1998）と あ わ

せ て ，現 時点 で S 遺伝子型 が判明 した 品種 ・系統を第 11

表に ま と め て 示 した．すな わ ち 6対立遺伝子 の 15の S遺

伝子型 で品種 ・系統と の 対応 が 明らか に な り，45 品種 ・系

統の S遺伝子型 が 明 らか に な っ た．なお下線を施 した 36

品種 ・系統の S遺伝子型が本報告 で 新た に 判明し た もの

で あ る．各 S 遺伝子型 と対応 して い る系統 の 多 くは果樹

試験場 リン ゴ支場の み が有 して い る系統な の で ，今後
一
般

的な 品種 との 対応を図る必要が ある．

　現在，ニ ホ ン ナ シ の 自家不和合性遺 伝子 は 7つ の 対立遺

伝子の存在が 明 らか に な っ て い る が （佐藤，1992），リン ゴ

に っ い て は Kobe1ら （1939）に よ っ て 11の 対 立遺伝子の 存

在が 示唆 さ れ て い る．ま た Vondracek（1964）は，　Kobel

ら （1939）が 示 した 品種 と東欧の 品種 と の 交雑不和合性か

ら
‘Golden　Pea匸main

’
，　

cHajek

　Muscat’，
‘Late　flowering

Silken’を （S， ， S3）と して い る，また Manganaris・Als−

ton（1987）は GOT −1ア イ ソ ザ イ ム の a，　b，　 c，　d，　 e，　n の 6
つ 複対立遺伝子 と S遺伝子の 連鎖を用 い て 25品種 13系統

の S遺伝子型 を設定 し て い る，Batlleら （1995）は Kobel

ら （1939）が S 遺伝子型 を設 定 し た 10 の 2 倍体 品種 と
‘Cox’s　Orange　Pippin’ と

‘ldared’の GOT −1 ア イ ソ ザ イ

ム 型 を解析 し，Manganalis・Alston（1987）と Kobel ら

（1939）の 結果の 対応関係を調査 して い る．ま た Janssens

ら （1995 ）は S遺伝子 に 特異的な PCR を用 い て ，　Kobel ら

（1939）と Manganaris・Alston（1987）の 解析結果をふ まえ

て S遺伝子型 の 解析を行 っ て い る．上記 の
一

連 の 研究の

うち，著者 らと品種 が 重 な る もの は
‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リシ

ャ ズ （Sz，　S3）と
‘
紅玉

’

（S7，　Sg）で あ る．し か し な が ら，

著者 らの
‘
ゴール デ ン ・デ リシ ャ ス

’
（S亅a，SJb）の い ずれが

S2に対応 し，い ずれ が S3かは現状で は不明 で あ る．同様

に
‘
紅玉

’
（Slc，　 SJd）の 詳細 も不明で あ る，

　
一

方，上記 の 研究 とは別個に Knightら（1962）は ワ タ ム

シ抵抗性遺伝子 と S 遺伝子 が 密接 に 連鎖 して い る と し，
‘Northem　Spy ’

と
‘M ．9’の交雑不和合性か ら両者の S遺伝

Tab 且e　l　l。　The　S−genotype　of　cultivars 　and 　strains ．

S−genotype　　　Cultivar　and 　strain

（SJa，　S∫
b）

（SJa，　SJC）
（S，

a，　S」
d）

（SJa，S∫
e）

（SJa，　SJf）
（S亅

b，S丿
c）

（S∫
b，S亅

d）

（SJb，　SIe）

（Slb，　S亅
f）

（S∫c ，Sld）

（SJC，　S丿
e）

（SJC，　SJf）
（Sjd，　SJe）

（Sjd，　SJf）
（SJe，　S∫f）

‘Golden　Delicious，

艘 ，雌
‘Toukou ’

塑 ，
‘Klnseゴ，　Karo　Fumei，　Rero 　l8

鼬 ，4 −4195
‘Hatsuaki   Morioka　52，幽 旦

鰻 墜⊇，雌 ⊇，（弖）：二Z≡塁，4 −4ユ89
，
4 −4190

鏈 Ω，魍
Morioka 　53，姓上⊥，幽 ，鏈 ，雌 ，4 −4187

，腿 互Ω，4 −4271
‘Jonathan’，

‘Himekami’
‘Delicious   （弖）こ⊥豆L（t2 　Z，GH 　Z
‘Fuji 

‘Shinkou’，　1
−661，鎚 〜，（弖ユ：ユΩ弖

Touhoku 　5，1 −172
‘Senshu’，

‘Iwakami ’
，1 −678

‘Ralls　Janet，

＿ Established　newly 　in　this　report
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子型を（SL， S2），

‘Lane ’

s　Prince　AlbeTt
’
，

‘M ．12’お よび

‘M ．13’

と
‘Northern　Spy’

との 交雑実生 の ワ タム シ 抵抗性

個体 の 出現頻度の解析か ら，こ れ ら 3品種 は S1遺伝子を

もつ こ と を示 して い る．

　日本に お い て は，吉田 ら （1963）が
‘
国光

’
（Si，Sz）また

は （S4，　S2），
‘
紅玉

’
（S2．　S3），

‘
デ リシ ャ ズ （S4，　S5），

‘
ふ

じ
’
（S2，　S5）または （S2，　S3），

‘
恵
’
（Sl，Ss），イ

ー661（Sz，

S5），ロ
ー329（S4，　S5）ま た は （Sl，　 S3）と して い る．著者 ら

の 結果か ら ，

‘
ふ げ とイ ー661 は不和合性を示す こ とが明

らか な の で ，
‘
ふ じ

’
の S遺伝子型を （S2，　 S5），また仮に

国光
’
を （S4，　S2）と して ，著者 ら と の 対応関係を考察す る

と，S2＝SJf，　S3詈SJC，　Sn＝SJeの可能性が ある、しか し，そ

の 場合で も S2　＝ SJfで は 紅 玉
’

の 解析 結果 に不
一致が生

じ，
S3三 SJCで は

‘
デ リ シ ャ ス

’
に不一致が 生 じ る．今後さ

らに調査が必要と考え られ る．

　
一

方，間瀬 ら（1994）お よび佐 々 ら（ユ994）は リ ン ゴ柱頭

の S糖タ ン パ ク の 2次元電気泳動に よ っ て 品種 の S遺伝子

型を同定 して い る．間瀬 ら （1994）お よ び佐 々 ら （1994）と

著者 らで ，材料と して 同じ品種を用 い て い る もの は，
‘
ふ

じ
’
（sc，　Sf），

‘
はつ あき

’
（Sb，　sc），

‘
ス タ

ー
キ ン グ ・デ リ

シ ャ ス
’
（sc，　 S9）［以上，間瀬 ら（1994）］，

‘
ゴール デ ン

・デ

リ シ ャ ス
’
（sa，　Sb），

‘
紅玉

’
（sc，　se），

‘
国光

’
（sa，　S

【

），
‘
東

光
’
（sa，　se）［以上，佐 々 ら （1994）］で あ る．こ の う ち

‘
ゴ ー

ル デ ン
・デ リシ ャ ズ ，

‘

ふ じ
’

，
‘

は つ あ き
’
は著者 らの 結

果と全 く
一致 して い る．ま た，著者 らの 結果 で は

‘
紅玉

’
（S

亅c，SJd），
‘
東光

’
（S亅

a，　S］d）で あるか ら，
‘
紅玉

’
と

‘
東光

’

の 結果 か ら SJd と se は 同
一と推定さ れる．一

方，
‘
国光

’

で は SJeと sa の 不
一

致が生 じて お り， さ らに多数 の 品種

で 比較検討す る必要が あ る．こ の他に も，齋藤ら （1994）
が花柱 の RNase ア イ ソ ザ イ ム ，　Matsumoto ら（1995）が

DNA フ ィ ン ガ ープ リン トと，さま ざまな手法 で リン ゴ 品

種 の S遺伝子型 の 同定が試み られ て お り，今後実際 の 不和

合現象 と の 対応 が ますます重要 に な る と考え られ る．

摘　　要

　前報まで に品種との 対応の つ かな か っ た （S亅
a，S］c），（S

Ja，　SJe），（S」a，　SJf），（SJb，　S」c），（SJb，　S」d），（SJb，　SJe），

（S亅
b，S亅

f），（S亅
d，　SJe）の 各 S遺伝子型 に 対応す る品種 ・系

統を選抜す るた め，
‘
はつ あぎ ，

‘
レ ッ ドゴール ド

’
お よ

び
‘
金星

’
の S遺伝子型 の 解析，

‘
はつ あぎ 戻 し交雑実生

群，
‘
い わ か み

’
と

‘
ゴー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ズ の 交雑実生

群，
‘
国光

’
xt 紅玉

’
の交雑実生群の 解析を行 っ た ．そ の

結果，以下 に示 した 15種類の S遺伝子型 に 対応す る品種・

系統が決定 され た ．そ の う ち下線を施 した品種
・系統の

S遺伝子型が本報告 で 新た に 判明 した もの で ある，

（S亅a，SJb）

（SJa，　 SJC）

（S亅
a，S

」
d）

（S亅
a，SJe）

‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ズ

（IL．4Zl，　Is ．lzs
凍 光

’

‘
レ ツ ドゴー

ル ド
’‘

金星 ，彑旦丕盟，

レ ロ 18

（S亅
a，S

」
f）

（S亅
b，SJC）

（S亅b，S亅d）

（S亅
b，SJe）

（SJb，　 SJf）

（SJC，　S」
d）

（S亅
c，SJe）

（S」c，SJf）

（S亅d，SJe）

（S」
d，S亅

f）

（S」
e

，
S
亅
f）

4 −4186，4 −4195
‘
は つ あき

’
，盛區塾 ≧量，〈Q ，．Xl，

（IL．39Q，腿 ，（AL．zzs，超 〜，

越

〈dL．1SQ，1fb：．zE1g
盛置 墾量 ，（s1 ，樋 ，鏈 ，

GLsK ，4 −4187，幽 ≧ヱΩ，」S＞：−IUI
‘
紅玉

’
，

‘
ひ めか み

’

‘
デ リ シ ャ ズ ，（1］E！S1，（塑 ，過 Z
‘
ふ じ

’
，　筮 ，イ

ー661，GLS2，＿（1］t．1Qf1
蟹 ， イ

ー172
‘
千秋

’
，

‘
い わかみ

’
， イ

ー687
‘
国光

’
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